













弘前市方言の文末詞「ネJ Iジャ J Iヤ」は次のように使用される。
(1 )服に何かついているネ/ジャ/ヤ1)
これまで文末詞「ネJ Iジャ J Iヤ」については、以下のような指摘・説明がされている
「ネ」
共通語的意味合いの「ネ」の用法とは違う使われ方をしている。それは、どちらかというと共通語での
















ベ/ンタ + ネ/ジャ/ヤ + ナ
「ネ J I ジャ J rヤ j は、 「べ/ンタ J (言表事態めあてのモダリティ形式)などと「ナJ (伝達
のムードを表す形式)の間に位置する。また、丁寧体とは共起しないc
青森県弘前市方言における文末詞 fネ J rジヤ J rヤJ
なお、 「ネJ íジャ」は上昇調の文末イントネーションとは共起できず、 「ヤj は下降調(自然
下降)の文末イントネーションとも共起できる。上昇調イントネーションと共起した「ヤ」は共通












































「ネ j rジャ j rヤ」に共通する意味は、話し手と聞き手の認識にギャップが存在するという
点である。そして、結論から言えば、これら 3形式の違いは次の 3 つの観点、から記述できる。
(11) 【聞き手の情報の有無】の差: rネ」と「ヤ」の違い
【認識時】の差: rネJ と「ジャ」の違い
【聞き手の有無】の差: rヤ」と「ジヤ j の違い
以下では、これら 3つの差について具体的に検証していく。










情報(話し手にとっては既に認識済みの情報)を提示しているc また、 (12)(14)のように、 Aが持つ
情報には話し手が判断した確信の度合は関与していなし、。つまり、 「ネj rヤJ の記述において
問題になるのは、聞き手の情報の有無ということになる。
「ネ」は「聞き手が発話時において全く認識していないj 情報を示すため、新規の話題を導入





青森県弘前市方言における文末謁「ネJ rジヤ j rヤ」
ところで、井上論文における「チャ J rヲ」は、 「のだ」に付加された場合に、知識表明は「チ




Bl :それが/実は 目にゴミが入ったんだネ =井上論文(46) 【知識表明】











3.1.2. 認識時の差( rネj と fジャ』の違い)



















3.1ふ聞き手の有無の差( rジャ J rヤJ の違い)
「ネ J の f聞き手が発話時において全く認、識していなし、(あるいは忘れている )J 情報と、 「ヤJ
の「話し手の情報>聞き手の情報(聞き手に何らかの情報がある)という状況j の違いが、話し手
と聞き手の情報量の差であったように、両形式には聞き手の情報の有無が関与している。したが
って、 「ネ J rヤ」は、共に聞き手の存在が不可欠である。






表2 各形式と[聞き手の情報の有無1 【認識時】 【聞き手の有無]の関係















(25)は聞き手に不確定ながらも「結婚する」という情報があり、 「ヤJ が使用されるc これに
対し、 B3は「それがどうした? J rなにか問題があるか ?J といった意味合いを含み、実際、反
発的な発話が続くことが予想される。共通語の場合でも、 B2のように下降調(自然下降)の文末イ






「よJ 十降調:認識の食い違い →「訂正・反駁j など















































このことカミら、 「よ J は、
r(何らかの意味で)文脈の構築制順調ではないj という状況に対処して、文脈の構築を順調に進行さ
せようとする。 (井上1995 : 180) 
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